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中
谷
理
子
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

［
　
中
谷
理
子
君
が
学
位
請
求
論
文
と
し
て
提
出
し
た
の
は
、
多
年

に
わ
た
る
医
事
法
の
分
野
に
お
け
る
研
究
業
績
の
う
ち
、
生
命
の
始

期
を
め
ぐ
る
二
一
編
の
論
稿
を
収
録
し
た
論
文
集
『
二
一
世
紀
に
つ

な
ぐ
生
命
と
法
と
倫
理
－
生
命
の
始
期
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』
（
一
九

九
九
年
、
有
斐
閣
）
で
あ
る
（
な
お
、
後
述
の
よ
う
に
、
本
書
の
続

編
と
し
て
、
「
生
命
の
終
期
」
と
そ
こ
に
至
る
過
程
を
め
ぐ
る
諸
問

題
を
取
り
上
げ
た
一
七
編
の
論
文
を
収
め
る
論
文
集
が
近
く
刊
行
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
）
。
本
書
は
、
著
者
の
慶
慮
義
塾
大
学
に
お
け
る

最
終
講
義
「
科
学
技
術
の
進
歩
と
刑
事
規
制
の
行
方
」
を
冒
頭
に
置

き
、
六
つ
の
論
文
を
含
む
「
第
一
部
・
妊
娠
中
絶
の
諸
問
題
」
と
、

五
つ
の
論
文
か
ら
な
る
「
第
二
部
・
生
殖
補
助
医
療
を
め
ぐ
る
諸
問

題
」
の
二
部
構
成
で
で
き
て
い
る
。
ま
ず
、
本
書
の
内
容
を
槻
観
・

要
約
す
る
。

　
そ
の
構
成
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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特別記事

1
　
次
代
へ
架
け
る
生
命
の
保
護
に
か
か
わ
る
法
の
選
択

2
　
堕
胎
罪
処
罰
の
限
界
ー
道
徳
と
法
に
お
け
る
選
択
の
論

　
　
理
　
外
国
の
立
法
例
を
中
心
と
し
て
1

3
　
妊
娠
中
絶
に
対
す
る
法
的
規
制
の
在
り
方
1
と
く
に
西
ド

　
　
イ
ツ
に
お
け
る
法
改
正
を
め
ぐ
る
諸
見
解
を
参
考
に
し

　
　
て
1

4
　
人
工
妊
娠
中
絶
と
生
育
限
界
－
人
工
妊
娠
中
絶
許
容
の
法

　
　
的
・
倫
理
的
限
界
1

5
　
医
療
の
進
歩
と
医
師
の
保
護
責
任
－
最
決
昭
和
六
三
・

　
　
一
・
一
九
の
意
味
す
る
も
の
ー

6
　
胎
児
生
命
・
人
格
の
法
的
保
護
ー
胎
児
学
の
進
歩
は
権
利

　
　
概
念
を
変
え
る
か
1

第
二
部
生
殖
補
助
医
療
を
め
ぐ
る
諸
問
題

7
　
生
殖
医
学
の
進
歩
と
刑
事
法
上
の
諸
問
題

8
　
多
胎
妊
娠
に
対
す
る
減
数
（
減
胎
）
術
を
め
ぐ
っ
て
1
法

　
　
律
家
の
立
場
か
ら
1

91011

生
殖
補
助
医
療
の
関
連
法
規

英
国
の
菊
8
δ
α
暮
二
〇
昌
に
お
け
る
国
の
鵬
U
o
づ
碧
δ
口

と
中
絶
－
胎
児
・
女
性
死
体
の
卵
巣
組
織
の
利
用
を
め
ぐ

っ
て
1

遺
伝
子
組
換
え
技
術
と
倫
理
1
と
く
に
遺
伝
子
診
断
と
治

　
　
療
に
お
け
る
生
命
倫
理
ー

資
料

あ
と
が
き

二
　
各
論
文
の
内
容
を
概
観
す
る
と
、
「
科
学
技
術
の
進
歩
と
刑
事

規
制
の
行
方
」
（
一
九
八
七
年
）
で
は
、
著
者
の
医
事
法
研
究
の
基

礎
に
あ
る
問
題
意
識
が
示
さ
れ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
戦
後
の
刑
法

学
に
お
い
て
は
、
刑
法
と
倫
理
の
分
離
（
刑
法
の
脱
倫
理
化
）
の
テ

ー
ゼ
、
そ
し
て
、
刑
法
の
謙
抑
主
義
・
不
介
入
主
義
の
原
則
が
と
り

わ
け
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
医
学
・
医
療
の
進
歩
に
よ
り
、

生
命
の
始
ま
り
に
関
わ
る
場
面
に
お
い
て
も
（
人
工
授
精
、
体
外
受

精
、
妊
娠
中
絶
な
ど
）
、
生
命
の
終
わ
り
に
関
わ
る
場
面
に
お
い
て

も
（
脳
死
と
臓
器
移
植
、
重
度
障
害
新
生
児
に
対
す
る
治
療
中
止
な

ど
）
、
従
来
は
予
想
も
で
き
な
か
っ
た
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
そ
こ

に
お
い
て
は
、
右
の
よ
う
な
二
つ
の
ド
グ
マ
じ
た
い
が
反
省
を
迫
ら

れ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

「
第
一
部
・
妊
娠
中
絶
の
諸
問
題
」
の
冒
頭
に
配
さ
れ
た
「
次
代
へ

架
け
る
生
命
の
保
護
に
か
か
わ
る
法
の
選
択
」
（
一
九
八
三
年
）
は
、

優
生
保
護
法
（
現
在
の
母
体
保
護
法
）
に
よ
る
中
絶
適
応
に
関
し
持

ち
出
さ
れ
て
い
る
「
経
済
的
理
由
」
を
削
除
す
る
だ
け
の
改
正
提
案

に
対
し
、
批
判
的
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
著
者
が
指
摘
す
る
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の
は
、
世
界
の
立
法
の
趨
勢
と
し
て
、
社
会
的
理
由
に
よ
る
中
絶
を

認
め
る
国
や
、
妊
娠
初
期
に
は
適
応
の
有
無
を
ま
っ
た
く
問
わ
な
い

期
限
モ
デ
ル
を
採
る
国
を
あ
わ
せ
る
と
、
そ
れ
ら
が
多
数
派
と
な
っ

て
お
り
、
も
は
や
「
経
済
的
理
由
」
に
よ
る
中
絶
許
容
が
非
難
を
受

け
る
理
由
が
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
（
た
だ
し
、
九
九
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
の
中
絶
が
本
条
項
を
理
由
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
日
本

の
経
済
水
準
か
ら
し
て
説
明
に
窮
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
ド
イ

ツ
や
イ
ギ
リ
ス
の
例
を
参
考
に
し
て
、
よ
り
包
括
的
な
表
現
の
規
定

に
か
え
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
と
す
る
）
、
さ
ら
に
実
態
調
査
に
よ

る
と
中
絶
費
用
の
な
い
ま
ま
や
む
な
く
出
産
し
て
い
る
例
も
多
く
見

ら
れ
、
「
経
済
的
理
由
」
が
意
味
を
失
っ
て
い
な
い
の
が
明
ら
か
で

あ
る
こ
と
（
し
た
が
っ
て
、
そ
の
削
除
以
前
に
優
先
的
に
行
わ
れ
る

べ
き
こ
と
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
）
等
で
あ
る
。

　
他
方
に
お
い
て
、
著
者
は
、
現
行
法
の
よ
う
に
「
建
前
と
現
実
と

を
乖
離
さ
せ
た
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
」
に
対
し
て
も
、
強
い
批
判
を

加
え
て
い
る
。
刑
法
典
の
文
言
上
は
、
例
外
が
明
示
さ
れ
る
こ
と
な

く
堕
胎
行
為
が
犯
罪
と
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
改
正
さ
れ
た
母
体
保

護
法
（
旧
優
生
保
護
法
）
が
規
定
す
る
適
応
事
由
は
相
変
わ
ら
ず

「
経
済
的
理
由
」
を
含
む
広
い
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
、
こ

の
適
応
規
定
が
き
わ
め
て
緩
や
か
に
解
釈
・
適
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、

胎
児
が
母
体
外
で
生
命
を
保
続
で
き
な
い
時
期
に
お
け
る
中
絶
に
関

す
る
か
ぎ
り
、
刑
法
典
の
堕
胎
罪
の
規
定
（
刑
法
一
三
二
条
～
一
二

四
条
）
は
ほ
ぽ
死
文
化
し
て
い
る
現
状
に
あ
る
。
著
者
が
、
あ
る
べ

き
中
絶
規
制
に
つ
い
て
、
世
界
各
国
（
当
時
の
ソ
連
お
よ
び
東
欧
圏

諸
国
、
英
米
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
）
の
立
法
例
を
包
括
的
に
概
観
し

つ
つ
、
詳
細
な
検
討
を
加
え
て
い
る
の
が
、
第
二
論
文
の
「
堕
胎
罪

処
罰
の
限
界
」
（
一
九
七
四
年
）
お
よ
び
第
三
論
文
の
「
妊
娠
中
絶

に
対
す
る
法
的
規
制
の
在
り
方
」
（
一
九
八
六
年
）
で
あ
る
。
著
者

は
、
堕
胎
罪
が
「
胎
児
の
生
命
」
と
い
う
放
棄
し
が
た
い
法
益
を
保

護
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
私
の
お
な
か
は
私
の
も
の
」
と
い
う
主
張

は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
価
値
論
的
前
提
か
ら
出
発
し
な
が
ら
、
堕

胎
罪
緩
和
に
向
か
う
世
界
的
潮
流
を
確
認
し
た
う
え
で
、
わ
が
国
に

お
い
て
一
定
の
範
囲
内
の
堕
胎
行
為
に
つ
い
て
当
罰
性
が
ま
っ
た
く

感
じ
ら
れ
て
い
な
い
（
昭
和
三
八
年
以
降
、
自
己
堕
胎
に
つ
い
て
は

処
罰
さ
れ
た
例
は
も
と
よ
り
、
起
訴
事
例
す
ら
な
い
）
と
い
う
現
実
、

さ
ら
に
、
今
後
に
お
け
る
「
中
絶
ピ
ル
」
の
普
及
の
可
能
性
と
い
っ

た
医
学
的
知
見
を
踏
ま
え
た
と
き
、
一
定
の
範
囲
で
妊
婦
に
中
絶
か

妊
娠
継
続
か
の
決
定
権
を
認
め
る
法
制
が
望
ま
し
い
と
す
る
。
具
体

的
に
は
、
刑
法
典
中
に
違
法
性
阻
却
事
由
を
規
定
す
る
か
、
少
な
く

と
も
、
他
の
法
令
で
適
法
化
さ
れ
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る

と
と
も
に
、
違
法
性
阻
却
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
初
期
に
は
適

用
の
有
無
を
ま
っ
た
く
問
わ
な
い
オ
ン
・
リ
ク
エ
ス
ト
方
式
（
期
限
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モ
デ
ル
）
か
、
少
な
く
と
も
緩
や
か
な
適
応
モ
デ
ル
を
採
用
す
べ
き

だ
と
し
て
い
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
堕
胎
罪
規
定
改
正
の
動
き
に
お

い
て
は
、
「
科
学
的
な
展
望
に
裏
づ
け
ら
れ
た
配
慮
も
、
建
前
と
現

実
と
の
乖
離
を
調
整
し
て
法
の
実
効
性
を
取
り
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て

国
民
の
法
へ
の
不
信
を
排
除
し
、
法
の
機
能
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
す

る
誠
実
な
努
力
も
認
め
ら
れ
ず
」
、
遺
憾
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
第
四
論
文
の
「
人
工
妊
娠
中
絶
と
生
育
限
界
」
（
一
九
九
二
年
）

お
よ
び
第
五
論
文
の
「
医
療
の
進
歩
と
医
師
の
保
護
責
任
」
（
一
九

八
八
年
）
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
許
容
さ
れ
る
限
界
を
画
す
る
「
胎

児
が
母
体
外
に
お
い
て
生
命
を
保
続
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
時
期
」

の
確
定
を
め
ぐ
る
法
的
問
題
を
検
討
す
る
。
そ
れ
に
関
連
し
て
、
医

師
が
妊
娠
満
二
六
週
に
入
っ
た
胎
児
を
堕
胎
し
、
そ
の
ま
ま
放
置
し

た
事
案
に
つ
き
、
業
務
上
堕
胎
罪
に
あ
わ
せ
て
保
護
責
任
者
遺
棄
致

死
罪
の
成
立
を
認
め
た
最
高
裁
判
例
（
最
決
昭
六
三
・
一
・
一
九
刑

集
四
二
巻
一
号
一
頁
）
に
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い
る
。
著
者
は
、
生

育
限
界
の
確
定
が
、
新
生
児
医
療
の
進
歩
に
歩
調
を
合
わ
せ
て
厚
生

事
務
次
官
通
知
（
現
在
で
は
、
妊
娠
満
二
二
週
以
前
）
と
そ
の
更
新

と
い
う
形
式
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
も
っ
ぱ
ら
医
学
的
・

生
物
学
的
生
存
限
界
に
よ
り
一
律
に
決
せ
ら
れ
て
い
る
点
（
い
わ
ば

救
命
至
上
主
義
）
に
お
い
て
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
第

六
論
文
の
「
胎
児
生
命
・
人
格
の
法
的
保
護
」
（
一
九
八
九
年
）
は
、

胎
児
の
生
命
お
よ
び
人
格
の
保
護
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
で
、
諸
外

国
の
動
き
を
紹
介
し
な
が
ら
、
問
題
点
を
概
観
す
る
。
諸
外
国
で
は
、

胎
児
（
さ
ら
に
は
そ
れ
以
前
）
の
生
命
の
保
護
が
新
立
法
等
に
よ
り

図
ら
れ
な
が
ら
、
他
方
に
お
い
て
、
生
命
至
上
主
義
的
な
考
え
方
に

は
限
界
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
鋭
く
指
摘
し
て
い
る
。

「
第
二
部
・
生
殖
補
助
医
療
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
の
冒
頭
を
飾
る
第

七
論
文
の
「
生
殖
医
学
の
進
歩
と
刑
事
法
上
の
諸
問
題
」
（
一
九
八

八
年
）
は
、
法
学
研
究
誌
上
に
発
表
さ
れ
た
詳
細
な
論
文
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
生
殖
医
学
の
進
歩
に
よ
り
生
じ
た
問
題
の
う
ち
、
刑
事

法
に
関
わ
る
も
の
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
諸
外
国

の
動
向
が
紹
介
さ
れ
た
う
え
で
、
問
題
と
な
る
論
点
に
つ
き
、
刑
事

規
制
に
は
消
極
的
な
結
論
が
導
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
子
宮
内

に
着
床
す
る
段
階
以
前
の
初
期
胚
、
さ
ら
に
は
受
精
卵
の
保
護
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
を
財
産
罪
の
客
体
と
し
て
の
「
物
」
に
含
ま
せ
る
の

は
不
適
当
で
あ
る
と
し
、
ま
た
、
立
法
論
と
し
て
も
、
そ
こ
ま
で
国

家
刑
罰
権
が
介
入
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
。
胎
児
診
断
と
そ
れ
に

も
と
づ
く
中
絶
、
減
数
出
産
、
男
女
産
み
わ
け
に
つ
い
て
も
、
倫
理

的
評
価
は
と
も
か
く
、
法
的
評
価
の
問
題
と
し
て
は
妊
婦
の
自
由
な

意
思
決
定
に
任
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
刑
事
規
制
の
対
象
と
す
べ

き
で
は
な
い
と
す
る
。
同
様
に
、
非
配
偶
者
間
人
工
授
精
お
よ
び
第

三
者
の
精
子
提
供
に
よ
る
体
外
受
精
、
さ
ら
に
は
、
代
理
母
や
代
理
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妊
娠
に
つ
い
て
も
、
刑
事
制
裁
の
対
象
と
し
な
い
方
が
よ
り
妥
当
だ

と
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
著
者
は
、
生
殖
補
助
医
療
の
領
域
に
お
い
て
は

徹
底
し
た
刑
事
法
の
介
入
を
排
除
す
る
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
第
八
論
文
の
「
多
胎
妊
娠
に
対
す
る
減
数
（
減
胎
）
術
を
め
ぐ
っ

て
」
（
一
九
九
五
年
）
は
、
不
妊
治
療
の
際
に
生
じ
る
可
能
性
が
高

い
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
行
わ
れ
る
減
数
術
（
減
胎
術
）
の
法
的
評
価

に
関
す
る
論
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
定
限
度
で
合
法
化
す
る
唯
一
の

立
法
例
で
あ
る
一
九
九
〇
年
イ
ギ
リ
ス
法
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
の
合

法
性
の
根
拠
と
法
的
対
応
の
要
否
に
つ
い
て
論
ず
る
。
著
者
は
、
多

胎
妊
娠
で
は
母
体
も
胎
児
も
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
か
ら

極
端
な
場
合
は
緊
急
避
難
と
し
て
、
厳
密
に
は
そ
の
要
件
を
具
備
し

な
い
場
合
で
も
刑
法
三
五
条
の
正
当
行
為
と
し
て
違
法
性
を
阻
却
さ

れ
る
べ
き
だ
と
す
る
。
法
的
対
応
の
要
否
に
関
し
て
は
、
先
進
国
の

多
く
は
期
限
モ
デ
ル
を
採
る
が
、
そ
の
と
き
に
は
合
法
化
の
た
め
の

規
定
を
置
く
必
要
は
な
い
こ
と
、
ま
た
、
わ
が
国
の
現
行
法
の
解
釈

と
し
て
も
違
法
性
の
阻
却
は
可
能
で
あ
る
か
ら
、
直
接
的
な
規
定
は

必
要
で
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
他
方
で
、
著
者
は
、
不
妊
治
療
お

よ
び
減
数
術
実
施
の
際
に
、
十
分
で
か
つ
正
当
な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

　
第
九
論
文
の
「
生
殖
補
助
医
療
の
関
連
法
規
」
（
一
九
九
九
年
）

は
、
最
新
の
論
文
で
あ
り
、
人
工
授
精
や
体
外
受
精
と
い
っ
た
生
殖

補
助
医
療
に
か
か
わ
る
論
点
を
総
括
的
に
取
り
上
げ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
等
の
立

法
例
を
詳
細
に
紹
介
し
な
が
ら
（
ド
イ
ツ
胚
保
護
法
に
つ
い
て
は
そ

の
全
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）
、
そ
の
法
的
規
制
の
在
り
方
を
探
る
。

個
別
的
な
論
点
と
し
て
は
、
代
理
母
、
減
数
術
、
男
女
産
み
分
け
、

ロ
ン
グ
フ
ル
・
ラ
イ
フ
と
生
命
倫
理
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ベ
ビ
ー
、
卵

子
ド
ナ
ー
と
し
て
の
死
者
と
中
絶
胎
児
、
着
床
前
診
断
と
遺
伝
子
治

療
等
の
問
題
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
〇
論
文
「
英
国
の
菊
8
8
α
琴
鉱
9
に
お
け
る
国
躇

U
9
蝕
9
と
中
絶
」
（
一
九
九
四
年
・
一
九
九
六
年
）
は
、
生
殖

補
助
医
療
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
不
足
す
る
卵
子
提
供
に
対
応
す

る
た
め
、
女
性
死
体
や
中
絶
さ
れ
た
胎
児
の
卵
巣
組
織
を
利
用
す
る

こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
の
イ
ギ
リ
ス
の
意
見
公
募
文
書
お
よ
び
報
告

書
（
生
殖
補
助
医
療
を
進
め
る
公
的
機
関
で
あ
る
H
F
E
A
に
よ
る

も
の
）
の
概
要
を
紹
介
し
、
コ
メ
ン
ト
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
わ

が
国
で
は
殆
ど
意
識
さ
れ
て
い
な
い
問
題
に
つ
い
て
の
貴
重
な
資
料

を
提
供
す
る
も
の
と
い
え
る
。
悼
尾
を
飾
る
第
二
論
文
の
「
遺
伝

子
組
換
え
技
術
と
倫
理
」
（
一
九
九
五
年
）
は
、
遺
伝
子
診
断
と
治

療
を
め
ぐ
る
法
的
・
倫
理
的
問
題
を
、
①
遺
伝
子
診
断
に
お
け
る
生

命
倫
理
、
②
治
療
対
象
決
定
に
お
け
る
生
命
倫
理
、
③
遺
伝
子
治
療
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に
お
け
る
生
命
倫
理
の
三
つ
の
場
面
に
分
け
て
考
察
し
た
う
え
、
厚

生
省
の
「
遺
伝
子
治
療
臨
床
研
究
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
問

題
点
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
書
の
巻
末
に
は
、
論
文

中
で
も
た
び
た
び
言
及
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
H
F
E
A
に
関
連

す
る
資
料
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。

三
　
著
者
は
、
本
書
の
「
あ
と
が
き
」
の
な
か
で
、
医
事
法
の
研
究

を
開
始
し
た
当
初
、
そ
の
方
法
論
の
確
立
に
悩
ん
だ
こ
と
を
伝
え
て

い
る
が
、
本
書
に
収
録
さ
れ
た
論
文
に
共
通
す
る
顕
著
な
特
色
は
、

多
面
的
な
問
題
考
察
の
方
法
論
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

著
者
が
本
書
を
通
じ
て
示
し
た
こ
と
は
、
医
事
法
の
研
究
が
、
医
学

に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
必
須
の
前
提
と
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

複
数
の
法
分
野
に
ま
た
が
る
考
察
を
必
要
と
し
、
医
療
の
世
界
の
実

態
や
、
医
療
関
係
者
お
よ
び
患
者
側
の
国
民
の
意
識
に
も
注
意
を
向

け
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
諸
外
国
の
立
法
や
議
論
の
動
向
に
も
敏
感

で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
に
収
録

さ
れ
た
諸
論
文
は
、
と
り
わ
け
、
世
界
各
国
の
立
法
例
・
議
論
に
関

す
る
比
較
法
的
情
報
の
豊
富
さ
、
社
会
の
現
実
と
国
民
の
法
意
識
・

道
徳
意
識
の
考
慮
、
医
学
・
医
療
に
関
す
る
正
確
な
専
門
的
知
識
と

い
う
点
に
お
い
て
際
立
っ
て
い
る
。
著
者
が
、
本
書
に
収
め
ら
れ
た

諸
論
文
を
通
じ
て
、
医
事
法
研
究
の
た
め
の
方
法
論
を
確
立
し
こ
れ

を
自
ら
実
践
し
た
こ
と
は
、
わ
が
国
の
医
事
法
研
究
に
新
生
面
を
開

き
、
今
後
の
研
究
の
た
め
の
範
を
示
し
た
も
の
と
い
い
得
る
と
思
わ

れ
る
。

　
著
者
は
、
本
書
中
の
い
ず
れ
の
論
文
に
お
い
て
も
、
執
筆
時
点
に

お
け
る
最
新
の
統
計
資
料
お
よ
び
最
新
の
比
較
法
的
情
報
を
提
供
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
収
録
論
文
は
基
本
的
に
初
出
の
ま
ま
で
あ
る
が
、

そ
の
後
の
状
況
の
変
化
は
「
補
注
」
の
形
で
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
て
い
る
。

本
文
と
補
注
と
を
対
照
し
な
が
ら
読
み
進
め
る
だ
け
で
、
こ
の
分
野

が
い
か
に
変
化
の
激
し
い
分
野
で
あ
る
か
が
理
解
で
き
よ
う
。
本
書

の
比
較
法
的
情
報
を
含
む
部
分
だ
け
で
も
、
補
注
に
よ
り
補
わ
れ
た

部
分
と
あ
わ
せ
て
、
高
い
資
料
的
価
値
が
あ
り
、
学
界
の
共
有
財
産

と
し
て
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
評
価
で
き
る
。
と
り
わ
け
医
事
法
な

い
し
生
命
倫
理
の
分
野
で
は
、
国
際
的
な
議
論
に
目
を
向
け
る
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。
著
者
が
丹
念
に
収
集
し
た
世
界
各
国
の
立
法
例

や
問
題
解
決
に
向
け
て
の
提
案
は
、
重
い
問
い
か
け
に
正
面
か
ら
対

峙
し
て
法
的
決
着
を
つ
け
責
任
を
果
た
し
た
う
え
で
次
代
に
引
き
継

ご
う
と
す
る
強
い
意
思
の
現
れ
に
他
な
ら
な
い
。
わ
が
国
の
議
論
が

こ
の
点
に
お
い
て
一
歩
も
二
歩
も
後
れ
を
取
っ
て
い
る
と
い
う
焦
燥

感
に
も
似
た
著
者
の
思
い
は
、
本
書
の
全
編
に
貫
流
し
て
お
り
、
ま

た
書
名
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
特
記
す
べ
き
こ
と
は
、
本
書
が
、
特
定
の
比
較
法
的
知

見
か
ら
た
だ
ち
に
わ
が
国
に
お
け
る
解
決
を
導
く
よ
う
な
（
わ
が
国
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で
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
）
方
法
論
を
採
っ
て
は
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
著
者
は
、
い
つ
で
も
、
わ
が
国
の
社
会
の
実
態
と
、
国

民
の
法
意
識
・
道
徳
意
識
に
配
慮
し
つ
つ
、
わ
が
国
に
お
い
て
大
方

の
支
持
を
得
ら
れ
得
る
よ
う
な
穏
当
な
解
決
を
導
こ
う
と
す
る
。
論

理
の
力
の
み
で
「
正
面
突
破
」
を
は
か
ろ
う
と
す
る
一
面
的
な
解
決

は
、
著
者
の
も
っ
と
も
忌
避
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

著
者
が
中
絶
規
制
に
関
し
期
限
モ
デ
ル
の
正
し
さ
を
確
信
し
つ
つ
も

現
実
的
な
可
能
性
と
し
て
緩
や
か
な
適
応
モ
デ
ル
を
排
除
し
て
い
な

い
こ
と
、
生
命
の
「
質
」
を
考
慮
す
る
こ
と
の
理
念
的
な
問
題
点
を

十
分
に
意
識
し
つ
つ
も
、
現
実
の
前
に
は
そ
の
考
慮
も
あ
る
程
度
致

し
方
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
、
た
と
え
ば
、
胎
児
条
項
に
対

す
る
肯
定
的
な
態
度
（
す
な
わ
ち
、
障
害
の
あ
る
子
と
し
て
生
ま
れ

る
蓋
然
性
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た
と
き
な
お
そ
の
子
を
産
む
か
産
ま

な
い
か
は
妊
婦
自
身
が
他
か
ら
の
圧
力
な
し
に
自
由
に
意
思
決
定
す

べ
き
で
あ
る
と
す
る
こ
と
）
や
、
減
数
（
減
胎
）
術
の
合
法
性
評
価

な
ど
に
お
い
て
典
型
的
な
形
で
現
れ
て
い
る
。

　
正
確
な
医
学
的
知
見
を
踏
ま
え
た
著
者
の
判
例
分
析
も
、
他
の
追

随
を
許
さ
な
い
卓
越
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
掲
最
決
昭
六
三
二
・

一
九
（
刑
集
四
二
巻
一
号
一
頁
）
は
多
く
の
判
例
研
究
の
対
象
と
さ

れ
た
が
、
第
五
論
文
に
お
け
る
よ
う
な
、
本
件
の
起
訴
と
科
刑
の
妥

当
性
、
医
師
と
し
て
の
当
事
者
の
心
情
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
分
析
は

異
彩
を
放
っ
て
い
る
。
法
技
術
的
な
論
理
操
作
を
超
え
た
論
評
を
可

能
と
し
た
の
は
、
医
療
の
世
界
に
関
す
る
著
者
の
造
詣
の
探
さ
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
著
者
の
論
文
の
ス
タ
イ
ル
が
、

簡
潔
に
問
題
を
提
起
し
、
判
例
と
学
説
を
要
約
し
た
後
に
、
私
見
を

示
し
て
論
証
す
る
と
い
う
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
法
律
学
解
釈
論
の
そ

れ
に
従
う
も
の
で
な
い
こ
と
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
い
ず
れ
の
論
文
も
、

ま
ず
は
、
問
題
発
生
の
経
緯
と
歴
史
、
背
景
に
あ
る
社
会
の
現
実
を

描
写
し
、
そ
し
て
、
諸
外
国
の
立
法
や
議
論
を
包
括
的
に
紹
介
し
た

後
に
、
わ
が
国
の
諸
状
況
に
即
し
た
結
論
の
方
向
性
を
模
索
し
よ
う

と
す
る
構
成
を
採
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
法
律
学
を
専
門
と
し
な

い
者
や
、
生
命
倫
理
の
問
題
に
不
案
内
な
読
者
に
も
、
著
者
の
議
論

を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
し
、
膨
大
な
情
報
量
に
圧
倒

さ
れ
な
が
ら
も
、
問
題
解
決
の
方
向
性
自
体
に
つ
い
て
は
明
確
な
指

針
を
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
文
の
ス
タ
イ
ル
は
、

著
者
が
長
年
、
塾
の
法
学
部
と
医
学
部
の
ス
タ
ッ
フ
を
中
心
に
し
て

結
成
さ
れ
た
「
医
療
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
研
究
会
」
の
代
表
と
し
て
、

ま
た
、
生
命
倫
理
学
会
の
代
表
理
事
と
し
て
学
際
的
な
共
同
研
究
を

進
め
る
な
か
で
確
立
し
て
い
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

狭
い
専
門
領
域
の
研
究
者
の
み
を
名
宛
人
と
す
る
と
き
よ
り
も
、
は

る
か
に
労
力
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
法
律
専
門
家
に
は
容
易
に

真
似
の
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
著
者
の
論
文
の
独
自
性
と
な
っ
て
い
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る
。
ま
た
、
本
書
は
、
複
数
の
学
問
分
野
に
わ
た
る
膨
大
な
量
の
内

外
の
文
献
を
渉
猟
し
つ
つ
、
行
方
を
定
め
る
こ
と
の
難
し
い
多
く
の

論
点
に
つ
き
、
比
較
法
的
・
学
際
的
知
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
世
紀

に
む
け
て
の
展
望
を
逐
一
示
し
、
問
題
状
況
を
整
理
・
検
討
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
な
概
要
の
紹
介
に
よ
っ
て
は
到

底
十
分
に
再
現
で
き
な
い
よ
う
な
豊
富
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
各

所
に
示
さ
れ
た
数
多
く
の
洞
察
も
、
豊
富
な
文
献
を
参
照
し
つ
つ
長

年
に
わ
た
る
学
際
的
な
共
同
研
究
を
踏
ま
え
て
示
さ
れ
て
お
り
、
い

ず
れ
も
貴
重
な
示
唆
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
著
者
の
多
年

に
わ
た
る
医
事
法
研
究
の
成
果
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
著
者
は
、
生

命
の
終
期
と
そ
こ
に
至
る
過
程
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
た
一

七
編
の
論
文
を
編
ん
だ
論
文
集
を
本
書
の
続
編
と
し
て
近
く
出
版
す

る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
二
冊
の
論
文
集
に
よ
り
、
著
者
の
医
事
法
研

究
の
全
貌
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

四
　
右
の
よ
う
に
、
本
書
は
、
医
事
法
研
究
に
新
生
面
を
開
く
も
の

で
あ
り
、
著
者
の
長
年
に
わ
た
る
地
道
な
研
究
な
し
に
は
成
し
遂
げ

ら
れ
な
か
っ
た
貴
重
な
労
作
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
審
査
員
一
同
は
、

中
谷
理
子
君
に
博
士
（
法
学
）
（
慶
磨
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与

す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
二
年
一
月
一
三
日

副副主
査査査

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

慶
鷹
義
塾
大
学
文
学
部
教
授

慶
慮
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

法
学
研
究
科
委
員
法
学
博
士

加
藤
　
久
雄

樽
井
　
正
義

井
田
　
　
良

155


